
 

 

 

 

 

■証言と映像が一体になった迫真のパネル「原爆と人間展」 
制作：日本原水爆被害者団体協議会 

■広島で救援活動された牧野俊介さんの体験絵画 
   牧野さんは原爆投下の翌日 8月 7日広島に入りました。4日間必死の救援活動を行い、その時 

見た原爆の悲惨さを後世に伝えようと 80歳から 92歳にかけて絵と文章を残しました 

 

日時 2017 年 8 月 3 日（木） 

～17 日（木） 
＊ 最終日は 16:00まで 

会場 石川県庁 19 階展望ロビー 

 

●初日 8月 3日（木）10:30～オープニングセレモニー 

10:45 DVD「この空を見上げて～石川・被爆者たちの証言～」 

第 1部 子どもたちが見たヒロシマ・ナガサキ 
11:20 のまりんの紙芝居 

「はだしのゲン」、  

「ヒロシマの少年じろうちゃん」 
＊内容は都合により変更になる場合が 

あります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会 

戦争の悲惨さ、核兵器の恐ろしさ、平和の大切さについて考えてみましょう。 

夏休みの期間の開催となります。多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

 

構成団体／石川県原爆被災者友の会、石川県青年団協議会、 

石川県生活協同組合連合会、原水爆禁止石川県民会議、 

原水爆禁止石川県協議会、核戦争を防止する石川医師の会、

NPOはだしのゲンをひろめる会 

(事務局)石川県生協連 TEL076-259-5962、FAX076-259-5963 

 

 

「のまりんの紙芝居」 

のまひょうしぎの会 野間成之 氏 

 


